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本日の内容

地域での立ち位置を確認しよう

① Hファイルの分析をしてみよう

Hファイルにある重症度、医療・看護必要度のデータ
をもとに、病棟毎に効果的な看護師の傾斜配置につな
げたいと考えています。どういう手順で進めればよい
でしょう？
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本日の内容

① Hファイルの分析をしてみよう
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平成30年度診療報酬改定からの情報
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重症度、医療・看護必要度の判定基準の見直し

□ 重症度割合の見直し テキスト
P.161

『「Ａ得点１点以上かつＢ得点３点以上」
かつ「Ｂ14 診療・療養上の指示が通じる」
又は 「Ｂ15 危険行動」のいずれかに該当している患者』を追加

中医協 総-2 30.1.26 を改変

=IF(OR(AND([A得点]>=2,[B得点]>=3),[A得点]>=3,[C得点]>=1,AND([A得点]>=1,
[B得点]>=3,OR([B14]=1,[B15]=1))),1,0)



平成30年度診療報酬改定からの情報
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重症度、医療・看護必要度の判定基準の見直し

「一般病棟用の重症度、医療・看護必要度Ⅰ」

現行方法による評価

「一般病棟用の重症度、医療・看護必要度Ⅱ」

一般病棟用の重症度、医療・看護必要度の A 項目及び C 項目に対応する診療報酬請

求区分について、診療実績データを用いて、一般病棟用の重症度、医療・看護必要

度の B 項目とあわせて該当患者割合を判定する手法を、一般病棟用の重症度、医

療・看護必要度の評価として設け、医療機関が現行の評価方法と当該方法とを選択

できるようにする。

病棟で看護師、看護
助士さんが1患者毎に
評価し、Hファイル
を作成・集計

EFファイルからマスタ
を用いて集計

（B項目はHファイル）

中医協 総-1 30.2.7 を改変
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□ 改定後の集計をしてみるⅠ（現行方法による評価）

[Hfile_demo_done_new.xlsx] 参照

① 「B項目」シートでペイロード6（B１４）、ペイロード７（B15）に項目名をつ
け、D、E列に挿入。

② 「集計」シートのG1に「B14」、H１に「B15」と入力する。

③ VLOOKUP 関数を用いて「B項目」のシートから日毎IDに応じた、B１４とB１
５を読み込む。

G2セルに入力する関数は、

=VLOOKUP(A2,B項目!$B$2:$E$1142,3,FALSE)

H2セルに入力する関数は、

=VLOOKUP(A2,B項目!$B$2:$E$1142,4,FALSE)

④ 下までコピーする。

⑤ 重症度の項目のE2のセルを削除し、下までコピーする。

⑥ 新方式での重症患者にフラグを立てる。

E2セルに入力する関数は、

=IF(OR(AND(B2>=2,C2>=3),B2>=3,D2>=1,AND(B2>=1,C2>=3,OR(G2=1
,H2=1))),1,0)

⑦ 重症度割合を集計する。 テキストP.162～ ピボットの更新

病院全体の集計で30％以上であることが要件
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平成30年度診療報酬改定からの情報

重症度、医療・看護必要度の判定基準の見直し

中医協総会で、マスタが公開されたが、今後改定もあり、要注目！！
（USBには、正規化したマスタを提供 [看護必要度マスタ.xlsx]）
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□ 改定後の集計をしてみるⅡ（診療実績データによる評価）

[EF_demo_done.xlsx]

① EFファイルに分析用IDを作る（A列に一行挿入）

セルA2に入力する関数は、＝C2＆E2

② 日毎IDを作る（B列に一行挿入）

セルB２に入力する関数は、＝C2＆Z2

③ 看護必要度マスターを開き、EFファイルと画面を上下にする。

④ EFファイルに看護必要度列を作る（L列に一行挿入）

セルL2に入力する関数は、

=VLOOKUP(K2,[看護必要度マスタ.xlsx]マスタ正規

化!$A$1:$C$2726,3,FALSE)

⑤ 挿入タブでピボットテーブルを挿入する（次のスライド）

⑥ EFファイルに新しいシートを挿入し、「集計」と入力する。

⑦ ピボットの表を「集計」シートに貼り付ける
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列
看護必要度

行
日毎ID

値
日毎ID

1列目の解釈
ある患者が5月23日に総計33回の診療行為をし、そのうち2回はA7に該当した。
（A7は回数、種類にかかわらず、該当すれば2点）

右クリック→
ピボットオプション
→空白セルに表示す

る値「0」
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⑧ A得点、B得点、B１４、B１５データの集計

Q1セルに「A得点」、R1セルに「B得点」、S1セルに「C得点」、T1セルに「重
症患者」、U1セルに「B14」、V1セルに「B15」と入力する。

※ 「B得点」、 「B14」、「B15」は、Hファイルから挿入する

※ 「重症度患者」の関数は値で貼り付けをしない

セルQ2に入力する関数は、

=SUM(IF(B2>=1,1,0),IF(C2>=1,1,0),IF(D2>=1,1,0),IF(E2>=1,1,0),IF(F2
>=1,1,0),IF(G2>=1,1,0),IF(H2>=1,2,0))

セルR2に入力する関数は、

=VLOOKUP(A2,[Hfile_demo_done_new.xlsx]集計!$A$1:$H$1142,3,FALSE)

セルS2に入力する関数は、

（次のスライド）

セルT2に入力する関数は、

=IF(OR(AND(B2>=2,C2>=3),B2>=3,D2>=1,AND(B2>=1,C2>=3,OR(G2=
1,H2=1))),1,0)

セルU2に入力する関数は、

=VLOOKUP(A2,[Hfile_demo_done_new.xlsx]集計!$A$1:$H$1142,7,FALSE)

セルV2に入力する関数は、

=VLOOKUP(A2,[Hfile_demo_done_new.xlsx]集計!$A$1:$H$1142,8,FALSE)
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⑨ C得点の集計
C16の右J、K、L列に行を挿入する
J1セルに「日数」、K1セルに「日数カウント」、L1セルに「点数」と入力する。
セルJ2に入力する関数は、 「7日」
=IF(I2>0,7,"")
セルK2に入力する関数は、
=IF(J2<>"",J2,IF(AND($A2=$A1,K1<>0),K1-1,0))
セルL2に入力する関数は、
=IF(K2>0,1,0)
J、K、L列をコピーし、C17の右に挿入する。「7日」
J、K、L列をコピーし、C1８の右に挿入する。「５日」上記赤字を５に変更後、
下までコピーする。
R、S、T列をコピーし、C19の右に挿入する。「５日」
J、K、L列をコピーし、C20の右に挿入する。「３日」上記赤字を３に変更後、
下までコピーする。
J、K、L列をコピーし、C21の右に挿入する。「２日」上記赤字を２に変更後、
下までコピーする。
J、K、L列をコピーし、C22の右に挿入する。「２日」
セルAK2に入力する関数は、
=L2+P2+T2+X2+AB2+AF2

⑩ Hファイルとトツゴウできなかった患者は「＃N/A」と表示されるため、
フィルタで非表示にし、別のシートに表をコピーする。ピボット



27



おまけ

使える！！地域医療に関するデータ

■医療経済研究機構

平成27年度 病床機能報告データ(全国版)

http://www.ihep.jp/business/other/2017/

■厚生労働省 平成28年度病床機能報告の報告結果について

http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/open_data.html
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